
新年度のごあいさつ 

出水市病院事業管理者 永田 四郎 

出水市病院事業管理者を拝命しまして、三年目

に入りました。昨年度も、当病院事業へ深い 

ご理解と御支援を賜りましたことに、厚く御礼 

申し上げます。 

 

平成２４年度は、鹿児島大学病院、熊本大学 

医学部附属病院、福岡大学病院及び鹿児島県庁等

関係機関のご尽力と御配慮をいただき、出水総合

医療センターの診療体制を再構築する機会を与え

ていただきましたことに、衷心より感謝申し上げ

ます。 

 

出水総合医療センター(瀬戸 弘 院長他、常勤 

医師２１名)におきましては、一部常勤職員から 

非常勤職員へ変更となった診療科もございます

が、引き続き出水地域に必要とされる二次中核 

病院として使命を果たさなくてはなりません。 

 高尾野診療所(西元寺 秀明 所長他、常勤医師 

１名)は、有床(１９床)診療所化され地域住民方々

のニーズに即応した診療体制が維持されつつあり

ます。野田診療所(内村 忍 所長)におきましても

内村先生に重責を担っていただき、今年度も引き

続き外来及び訪問在宅診療体制を維持させていた

だいております。また、野田診療所におけます         

 

「夜間一次救急診療所(午後７時～午後１１時)」

の運営に当たりましては、出水郡医師会 

(古郷 米次郎 会長)会員の方々のご支援を仰ぎ、

今年度も引き続き診療体制を維持することが 

できますことに、感謝申し上げます。  

 なお、昨年度２月までの利用者は１,３３１名と

なっております。 

 

さて、当病院事業では中核をなす出水総合医療

センターに「診療ビジョン」を設定させていただ

いております。 

この診療ビジョンは、大きく短期的ビジョン 

(平成２５年度まで)、中期的ビジョン(平成２８年

度まで)及び長期的ビジョン(平成３２年度まで)と

いう３つの視点で策定しております。 

(詳細は出水総合医療センターホームページをご覧

ください)               

診療ビジョンの中で短期的ビジョンを例として

ご紹介しますと、「臨床研究・臨床教育環境を 

整える」の事項を掲げています。教育は、如何な

る環境下にあっても欠くことはできません。 

→次ページに続く 

【基本理念】 

 私たちは良質な医療を提供し、市民に信頼される病院を目指します。 

【基本方針】 

１．市民が必要とする地域医療の提供に努めます。 

２．患者様の立場に立った医療を行います。                                                         

３．地域完結型医療における基幹病院としての役割を果たします。 



ひまわり  ４月号  

 出水総合医療センターは依然として医師不足 

状況ではありますが、医療人育成の場(医学科学

生実習、初期・後期臨床研修受入等)として施設

を利用していただく環境づくりに取り掛かってい

ます。その一端としてこの４月からは、長年にわ

たり臨床研修医の指導に携わってこられた 

宗清 正紀 先生にお越しいただき、「臨床教育 

研修センター」を設置したところです。 

 

 また、今年度も初期臨床研修医師１６名(昨年

度は９名)が鹿児島市や熊本市、福岡市と北九州

市の医療機関から赴任され、「地域医療」分野の

研修を実践していただいく予定となっています。   

 この研修医師受入に関しましては病院事業単独

での指導は困難なことから、前年度に引き続き 

関係機関のご協力をお願い申し上げます。 

 このようなことにより、出水総合医療センター

では昨年度に引き続き診療体制を維持し、 

公立病院としての「地域医療を守る」ことの使命

を果たします。 

 昨年度の巻頭でも述べさせていただきました

が、医師を増やすことが目的ではなく、あくまで

手段であり、更なる診療体制の充実と医師等の 

教育機関としての役割を果たし、出水地域の 

公立病院として相応しい体系を形成することを 

目指します。 

 病院事業は、病・病及び病・診連携が高まって

こそ、地域住民へ完結型の医療を提供することが

できます。今年度も職員一同、信頼される医療提

供へ最善の努力をしてまいりますので、どうか引

き続きご指導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げ

ます。 

■開催場所 出水総合医療センター ２階講堂  

■開催時間 17：30～18：30まで ※どなたでも参加できます。 

※内容は、講師の都合などにより変更になる場合がございます。 

４月 ３日（水） 
医療安全研修 安全な輸血療法について（１回目） 

鹿児島赤十字血液センター ※5月8日にも同一の研修を開催予定です。 

４月１０日（水） 血清亜鉛測定の有用性（株）シノテスト エリアマネージャー 

４月１７日（水） 臨床研修について 宗清 正紀 先生 

４月２４日（水） 救急外来症例検討会 外科 花田 法久先生、救急外来スタッフ 

 研修センター長 宗清 正紀 医師 

 （前 福岡大学病院卒後臨床研修センター専任） 

 ※各大学医学科学生実習及び卒後臨床研修の修練の場として 

  出水総合医療センターを核として各協力施設との御協力の下に 

  医師の育成に努めます。 

臨床教育研修センターがスタートしました！ 



ひまわり  ４月号  

 H25年度となりましたが、昨年度はおかげさ

まで内科医が６名増え、内科医が全部で９名とな

り、消化器病センターを立ち上げることができま

した。  

 しかしながら総合内科医で診療部長も兼ねてい

ただいていた二宮先生が都合により昨年度で辞め

られ､総合内科医は吉井副院長お一人となりまし

た。また、消化器内科医師は４名のうち３名が 

大学医局の定期異動にともない交代となりまし

た。田ノ上部長に替わり、岩下 祐司 部長が赴任

され、田淵医師・上田医師に替わり、井上 和彦

医師、大野 香苗 医師がこられました。 

 また循環器内科の權藤医師が異動となり、 

本里 慶太 医師が来られ、小児科の井之上先生が

永田 博美 先生と交替となり、外科の川田医長に

替わり斉藤 誠哉 医長が赴任されました。 

 他に、脳神経外科の櫻間部長がご自宅の医院を 

引き継ぐため辞められ、加治 正知 部長が済生会

熊本病院から赴任しました。済生会病院での多く

の経験を生かして、特に脳卒中に対して高度な 

医療を提供してくれると思います。 

 常勤の医師が7名交替と言うことになりました

が、みんなで協力してこれまで以上に連携体制を

取って頑張っていただけると思っています。 

 

 昨年11月から非常勤による週２回の外来診療

だけになった眼科は、今年度も今のところそのま

まとなっております。 

 整形外科は中沢部長がお一人で頑張っていただ

いておりますが、この4月から福岡大学整形外科

より、毎週水曜日に外来診療の応援をしていただ

けることになりました。手術症例があればその支

援もしていただけることになっており、今後、 

常勤医師派遣もお願いしているところです。 

 また昨年は、地域医療研修として福岡・北九州

を中心に研修医が9名来られましたが今年度は 

１６名の研修医が鹿児島大学・熊本大学からも 

来られる予定です。 

 それに伴い、この４月より研修センターならび

に人間ドック担当責任者として福岡大学より 

宗清 正紀 先生が赴任されました。 

出水総合医療センター院長 瀬戸 弘 

 研 修 医 の 研 修 の 統 括 責 任 者 と し て 研 修 の 

システム等を再構築していただき、よりよい研修

をしてもらうような仕組みを作っていきたいと思

います。   

  

 また、昨年度できた消化器病センターにつきま

しても消化器内科・外科の連携で、よりよい医療

提供ができるよう院内のハード面での再構築も 

検討していきます。 

 脳神経外科部長も経験豊富な部長を迎えて、 

さらに高度な医療が提供できるような仕組み作り

と脳卒中センターの設置も検討していきたいと 

考えています。 

 

 災害医療については昨年度、外科の花田副院長

を中心にDMATを１チーム設置することができ

ました。国も各都道府県での２次医療圏での災害

医療の地域医療連携体制の整備を指示しておりま

す。一昨年の東日本大地震のような災害はいつま

た起きるかわかりません。当院も災害拠点病院と

してDMATを中心に救急医療・災害医療にしっ

かり対応できるシステム作りをさらにしていきた

いと考えています。 

 

 また最近は医科・歯科連携の必要性も問われて

きており、北薩地域でも少しずつ連携体制作りが

始まっています。 

 癌患者の治療時における口腔ケアの必要性・ 

脳卒中患者の急性期からの口腔ケアの重要性等が

言われています。 

 当院でも少しづつ取り組みを始めましたが 

まだまだ不十分ですので、今後歯科医師会・歯科

衛生士会とも連携をとりながら、チーム医療とし

ての確立をめざしていきたいと思っています。 

  

 昨年度より嵜山副院長に、地域医療連携室担当

も兼務してもらっておりますが、今後とも、地域

の医療機関との連携をさらに深めて、より良い 

医療提供に努めていきたいと思っておりますの

で、今年度もご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

新年度のごあいさつ 
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退職・異動（国外留学）のあいさつ 

 平成25年3月で退職することとなりました外科の川田です。 

 出水に赴任して早いもので5年が経過しました。こちらでは外来から手術・ 

入院、そしてその後の外来フォローまで、と一人の患者様の経過を通して診ていく

ことができ、大変貴重な経験ができました。 

 開業の先生方からは、患者様を紹介していただき、またその後のフォローアップ

をしていただき大変御世話になりました。どうもありがとうございました。 

外 科 

川田 康誠 医師 

 平成23年6月から、出水総合医療センターにおいて診療に従事して

参りましたが、3月末をもちまして退職することになりました。 

病院内外の皆様に支えられて診療を続ける事ができました。 

ありがとうございました。 

 各地で桜の開花が始まり、ここ出水にも少しずつ春の足音が聞こえてきました。 

 この季節は、卒業、入学、就職と様々な人生の分岐点がある時期でもあります。 

 私は、この度、医局を退局し、熊本市内で開業している父の跡を継ぐこととなりま

した。 

 2011年10月、最初の鹿児島県の職場ということもあり、緊張、不安等を抱えなが

らこちらに赴任したことが、つい昨日のことのように思い出されます。それらの気持

ちは1週間と経たずに払拭されました。 

それは、看護師、技師、事務員等病院の職員の皆様の温かいお気持ち、病院を訪れる

市民の皆さんのお人柄によるものだったと、今でも感謝の気持ちでいっぱいです。 

1カ月を過ぎる頃には出水（そして北薩が）大好きになりました。それは渋谷市長に 

「一生出水に住んでもいいくらい、この地を気に入っています。」とお話する程でし

た。しかし、父が70歳を迎え、母親も健康面の話しをすることが多くなり、この度、

断腸の思いでこの地を離れる決心をしました。随分悩んだ時期もありましたが、今は

「これからはもっと親孝行をしよう。そしてこれまでの経験を生かし、今度は熊本の

地元の方々のお役に立てるよう、一生懸命頑張ろう。」という気持ちでいっぱいで

す。 

 私は、最後の赴任地となるこの出水総合医療センターを一生忘れないでしょう。 

これからも熊本の地より、皆様のご健康、ご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

1年半、本当にありがとうございました。 

脳神経外科 

櫻間 智孝 医師 

総合内科  

二宮 正 医師 

～お疲れ様でした 

  ありがとうございました～ 



 平成24年4月から循環器内科に勤務し、今年3月で福岡大学病院循環器内科

に戻ることになりました。この1年間で入院患者の受け持ちは500名を越え、

大学病院勤務時代には少なかった循環器疾患以外の病気の方も多く担当させて

いただきました。 

 出水での数多い貴重な経験を是非大学病院でも生かしたいと思います。 

 本当に1年間お世話になりました。ありがとうございました。 

循環器内科 

權藤 公樹 医師 

 昨年7月に赴任し、たった9か月という短い期間でありましたが、大変御世話

になりました。外来に来られる子ども達や親御さん方とも慣れてきたところで

したので、大変残念な思いでいっぱいです。 

 今後またご縁がありましたら、よろしくお願いします。 

消化器内科 

田淵 雅裕 医師 

 消化器内科医師田淵です。 

 早いもので出水総合医療センターに赴任して1年が過ぎました。 

 私は、消化器内科として赴任するのは出水が初めてで、皆様には大変ご迷惑

をおかけいたしました。 

 次は少し南に下りまして済生会川内病院で働かせていただくことなりまし

た。ここでの経験を生かして頑張りたいと思います。 

 一年間ありがとうございました。 

 昨年の4月に赴任し、病院や出水の街にやっと慣れてきたところのあっという間

の一年でした。 

 こちらへ赴任させていただいて印象深かったのは、院内の各スタッフや開業医の

先生方との様々な交流が多く、皆様のお顔を拝見できてとても連携しやすかったこ

とです。 

 4月からは私事で誠に恐縮ですがペンシルベニア大学（アメリカ）に留学するこ

ととなり、患者さんや関係スタッフには大変迷惑をおかけし申し訳ございません。 

 2 年 後 に は 復 帰 い た し ま す の で 、 そ の 際 に は 再 度 ご 指 導 ご 鞭 撻 の ほ ど 

何卒よろしくお願い申し上げます。 
消化器内科 

田ノ上 史郎 医師 

消化器内科 

上田 紘子 医師 

 平成24年4月～平成25年3月まで消化器内科に勤務させていただきました 

上田紘子です。こちらでは外来対応や検査などで皆様と関わらせていただき、

たくさんの出会いや別れを経験いたしました。 

 医師としてだけではなく、人間としても少し成長できたのではないかと自己

評価しております。 

 4月からは鹿児島厚生連病院消化器内科へ異動し、出水で学んだことを糧に

さらに成長する予定です。数年後に鶴の恩返しのごとく舞い戻ってくるかもし

れません。その際はまた温かく迎え入れていただければ嬉しいです。 

 1年間お世話になりました。ありがとうございました。 

ひまわり  ４月号  

小児科 

井之上 寿美 医師 



４４ 月月  外外  来来  診診  療療  表表  

◎●急患の診察は、担当科医師もしくは地域医療連携室にご相談ください。●◎ 

出水総合医療センター地域医療連携室 直通電話６７-１６５７ ＦＡＸ６７-１７６９ 発刊責任者： 瀬戸 弘 

診療科   月 火 水 木 金 

総合内科 吉井 博 吉井 博 吉井 博 吉井 博 吉井 博 

健康管理科  宗清 正紀 宗清 正紀  宗清 正紀 宗清 正紀 

循環器内科  
楠元 孝明 楠元 孝明 楠元 孝明 楠元 孝明 

本里 康太  
本里 康太 本里 康太 本里 康太 本里 康太 

消化器内科  嵜山 敏男 
大野 香苗 

岩下 祐司 
井上 和彦 

嵜山 敏男  
岩下 祐司 嵜山 敏男 

腎臓内科   米良 久美子 米良 久美子  米良 久美子 
（午 後 再診のみ） 

小児科  
和田 昭宏 和田 昭宏 和田 昭宏 和田 昭宏 和田 昭宏 

永田 博美 永田 博美 永田 博美 永田 博美 永田 博美 

神経内科   田邊 肇 
（第１・３・５） 

  有銘 工 
（第２・４） 

 

血液内科   猪狩 洋介   

肝臓内科   堀 剛          
（午 前） 

  

呼吸器内科    本川 郁代  

糖尿病・代謝内科 【毎週月曜日】 西田 健朗（第１） 島川 明子（第２） 藤澤 和夫（第3） 河島 淳司（第4・5）     

外科 花田 法久 
齋藤 誠哉 

大熊 利忠 岡村 茂樹 
花田 法久 

岡村 茂樹 齋藤 誠哉 

 乳腺外科    上村 万里 
（第１・３午前） 

 

整形外科    中沢 不二雄 （手術） 鎌田 聡 （手術） 中沢 不二雄 

脳神経外科 
 

加治 正知 池田 信一 加治 正知 池田 信一 加治 正知 

池田 信一 瀬戸 弘 瀬戸 弘 瀬戸 弘 池田 信一 

 脊椎外来  白石 昭司 
（第１・３・５） 

   

婦人科 鹿児島大学 
（午前のみ） 

 熊本大学 
（午後のみ） 

  

眼科    鹿児島大学 
（要予約） 

 鹿児島大学 
（要予約） 

皮膚科     増口 信一  

麻酔科  
松本 真 一  

竹下 次 郎  
松本 真 一  松本 真 一  松本 真 一  

竹下 次 郎  竹下 次 郎  竹下 次 郎  竹下 次 郎  

放射線科  長谷川 秀水 
（読 影） 

長谷川 秀水 
（読 影） 

長谷川 秀水 
（読 影） 

長谷川 秀水 
（読 影） 

長谷川 秀水 
（読 影） 

 放射線治療 松山 知彦 
（要予約・午前のみ） 

   福川 喜之 
（要予約・午前のみ） 

内視鏡   消化器内科 消化器内科 消化器内科 消化器内科 消化器内科 

■診療受付時間■診療受付時間  88時時3030分～分～1111時まで時まで  


